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講演者:ホ イ ト・ロング氏(ミ シガン大学東洋言
語文化学部)
演 題:「 日本の環境文学 と 『自然」その概念
一比較環境文学の可能性 と困難さ一」
ア メリカ にお け る環境 文学 ・エ コ クリテ ィシズ
ムの発 達 は,主 と して1960年 代 の環境 問題 の表
面化 とそれ に対 す る環境 文学 の盛 り上 が りに始 ま
る。1980年 代 後 半 には環 境 文学 研 究 が活 発 とな
り,1990年 代 に 入 って か らは,環 境 文学 とエ コ
ク リテ ィシ ズ ムの学 者 が増 えて い る。1992年 に
ASLE(AssociationfortheStudyofLiteratureand
Environment)と い う学会 が正式 に創立 され た。
こ こで,環 境文 学 とは簡潔 には人 間社 会 と自然
環境 との 関係 を主 な題材 と して書 か れた文学作 品
で あ り,ヘ ン リー ・ソロー,ジ ョン ・ミュア,レ
ーチ ェル ・カー ソンな どが代 表 的であ る。しか し,
ロー ラ ンス ・ビュール な どは環境文学 を どう定義
すべ きか に よ り詳 しい指針 を挙 げてい る。 これに
対 して,エ コクリテ ィシズムとは,自 然に焦点を






本における環境 ・文学評論 には2つ の一般化論が
発生する傾向がある。1つ は,オ リエ ンタリズム
的な一般化論であ り,も う一つは西洋に解決があ
るとい う一般化論である。前者 は,近 代化以前の
日本文化や伝統に今の環境問題 を解決するための
手がか りがあると考えるもので,後 者は西洋の文
化 に解決方法を探 るべ きであると考 えるものであ
る。 しか し,い ずれの一般化論においても,近 代




姿 は,日 本文学を通 して,「 自然」 とい う概念 の
多様性 ・多義性 を知ることであると考える。
(文責:松 本安生)
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